
第三者委員会

世帯数： 人口：

Ｈ２１ ・ Ｈ２２ ・ Ｈ２３ ・ Ｈ２４ ・ Ｈ２５ ・ Ｈ２６ ・ Ｈ２７ ・ Ｈ２８ ・ Ｈ２９

Ｈ２３

Ｈ２４

②事業に要した費用（千円）

交付した助成額(千円)

②事業に要した費用（千円）

交付した助成額(千円)

※1： 世帯数及び人口は、平成22年国勢調査による。

※2： 流用がある場合、確定上限額は流用額を含む。

平成24年12月31日

内容
・防止看板の作成と設置
・監視パトロールの実施
・啓発ポスターの作成と掲示

内容
職員及び委託業者が回収し、各清掃事務所で保管
後、委託業者が指定引取場所に輸送する。

79200 295

51

撤去等
費用

再商品化
等料金

小計

引渡事業

340 11,017289

合計
小計

11

①確定上限額（千円）
<流用額>

防止事業

51 289

1,208 9,290 179

10,620

5,168 13 272 285

10,335 13 272 285

39 373

5,453

9,240

340 5,678

10,677

冷蔵庫・
冷凍庫

内容

洗濯機・
衣類乾燥機

ブラウン管式
テレビ

平成24年1月31日

Ｈ２４

～

実施期間 平成24年2月1日 ～ 平成25年1月31日 実施期間 平成24年10月1日 ～

不法投棄未然防止事業協力評価報告書
＜平成２６年１２月１６日実施＞

No.51 都道府県名：　福岡県 覚書を締結した市町村等名：　福岡市

防止事業

協力の対象となる地域と当該地域世帯数及び人口： 707,358

引渡事業

福岡市全域 1,463,743

事業協力年度　：

費　目
（金額：千円未満は四捨五入）

5,338

147

設備費 労務費
その他
経費

200

948

引渡事業の実績（台）

引渡事業の実績（台）

3 90

13

1

Ｈ２３

1,050
<158>

13,728
<-158>

Ｈ２４

①確定上限額（千円） 948 9,243

平成23年12月31日平成23年10月1日

職員及び委託業者が回収し、各清掃事務所で保管
後、委託業者が指定引取場所に輸送する。

実施した自主事業

・防止看板の作成と設置
・既設監視カメラによる監視
・監視パトロールの実施
・全国ごみ不法投棄監視ウィークの実施
・不法投棄防止強調月間の実施

76 7 98

3

品　目
液晶式及び

プラズマ式テレビ

103

Ｈ２３

実施期間 実施期間

・防止看板の作成と設置
・監視パトロールの実施
・地域住民によるパトロールの実施
・啓発ポスターの作成と掲示

エアコン

Ｈ２５ 内容

合計

6

平成23年2月1日 ～

内容

※1 ※1

※2

※2
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Ⅰ．不法投棄量の削減状況
イ．

ロ．

ハ．

Ⅱ．防止事業・引渡事業の実施状況
イ．

ロ．

Ⅲ．事業協力対象外年度の自主事業の実施状況と成果等

Ⅳ．事業の評価等

平成２１年度以降の推移状況
　平成２２年度以降減少を続けていたが、平成２５年度で増加した。

平成２３年度事業による平成２４年度見込み達成状況
　平成２３年度事業実施による成果として、平成２１年度の特定廃棄物の
不法投棄発見量６４４台に対する平成２４年度の削減率を６３．２％（年
間不法投棄発見量２３７台）と見込んでいたが、同発見量は２０７台で、
平成２１年度に対し６７．９％減となった。

平成２３、２４年度、両事業は計画通り実施された。
平成２３年度事業実施の結果として、平成２４年度不法投棄削減見込を達成した。
平成２４年度事業実施の結果として、平成２５年度不法投棄削減見込は未達成であった。

平成２４年度事業による平成２５年度見込み達成状況
　平成２４年度事業実施による成果として、平成２２年度の特定廃棄物の
不法投棄発見量３２２台に対する平成２５年度の削減率を３０．１％（年
間不法投棄発見量２２５台）と見込んでいたが、同発見量は４２６台で、
平成２２年度に対し３２．３％増となった。

平成２３年度事業
①防止事業について
　・警告看板の作成と設置（６００枚作成、５２３枚設置）
　・監視パトロールの実施（２名、３５９回）
　・啓発ポスターの作成と掲示（３，０００枚作成、２，６８１枚掲示）
　・地域住民によるパトロールの実施
　　（覚書第３条第７号をみたせず協力対象外となった。）
②引渡事業について
　１０月３２台、１１月２２台、１２月４９台、計１０３台を引渡した。

平成２４年度事業
①防止事業について
　・警告看板の作成と設置（４００枚作成、２５８枚設置）
　・監視パトロールの実施（２名、３６０回）
　・啓発ポスターの作成と掲示（２，０００枚作成、掲示）
②引渡事業について
１０月３０台、１１月５６台、１２月１２台、計９８台を引渡した。

平成２５年度
①実施状況
・防止看板の作成と設置（１０箇所）
・既設監視カメラによる監視（７３台）
・監視パトロールの実施（直営：４名、９９回・委託：２名、２７４回）
・全国ごみ不法投棄監視ウィークの実施
　（庁舎外壁に横断幕の懸垂、広報誌での広報、パトロールの強化（追加２回））
・不法投棄防止強調月間の実施
　（啓発用ポスターの掲示、庁舎外壁に横断幕の懸垂、広報誌での広報、パトロールの強化（追加４回）、
　庁用車等へのマグネットステッカー貼付）
②成果等
　福岡市全体での一般廃棄物不法投棄処理量・不法投棄件数がともに減少した。
　（処理量：Ｈ２４年度　８７ｔ→Ｈ２５年度　４７ｔ、件数：Ｈ２４年度　６６５件→Ｈ２５年度　６１９件）
　追加で福岡市に確認したところ、平成２５年度に特定廃棄物の不法投棄が急増した理由は、違法回収業者の取り締ま
りを強化したためとのことである。

2/2


